
平成 26（2014）年

せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

平成 26 年度当初予算

市職員の給与状況

知っ得！せとうち便

５月の予定

まちの話題

みんなの広場

２

５

６

１３

１４

１５

５

を使って丁寧に着色していきました。寒風陶芸会館では、５月３日から６日まで
陶芸などの体験もできる「春の休日、土と遊ぼう！」を開催します。（本紙 12 ペ
ージ参照）（写真　色絵付けを楽しむ（上）／寒風陶芸クラブ会員の作品展示（下））

３月 16 日、寒風陶芸
会館で、茶器への色
絵付けを楽しむ催し
が行われました。参
加者らは、写真や書
籍 を 参 考 に し た り、
自ら絵柄を考えたり
しながら、鉛筆を使
って茶器へ絵を描き
込み、５色の絵の具
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平
成
26
年
度

　
当
初
予
算

の
総
額
は
３
４
４
億
５
、９
６
７
万
円

（
前
年
度
当
初
比
９・４
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
内
訳

市
税
・
地
方
交
付
税
は
増
加
、

市
債
は
減
少

　
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
の
う
ち
、
市

税
は
、
景
気
の
持
ち
直
し
な
ど
に
よ

　
ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
財

源
の
不
足
を
補
填
す
る
た
め
の
臨
時

財
政
対
策
債
を
前
年
度
と
比
べ
て
20
・

０
％
（
１
億
５
、０
０
０
万
円
）
の
減

と
す
る
な
ど
、
市
債
全
体
で
前
年
度
と

比
べ
て
６・７
％
（
１
億
６
、９
６
０
万

円
）
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
前

年
度
に
引
き
続
き
進
行
中
の
大
型
事
業

の
財
源
と
し
て
起
債
を
見
込
ん
で
い
る

た
め
、
依
然
と
し
て
多
額
の
借
り
入
れ

を
行
う
予
定
で
す
。

歳
出
の
内
訳

図
書
館
整
備
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

引
き
続
き
、
市
誕
生
以
来
最
大
規
模

　
一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
は
じ
め
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
自
然
増

や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
教
育
情
報
機
器

整
備
、
図
書
館
整
備
な
ど
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戦
略
重
点
事
業
と
し
て
、

地
域
内
で
人
・
モ
ノ
・
金
が
循
環
す
る

仕
組
み
づ
く
り
、
定
住
化
、
ご
み
減
量

啓
発
や
子
ど
も
を
伸
ば
す
教
育
事
業
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、前
年
度
に
続
き
、

平
成
16
年
の
３
町
合
併
以
降
、
最
大
規

模
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
・
事
業
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計

の
給
付
費
、
企
業
団
地
造
成
事
業
特
別

会
計
の
事
業
費
、
病
院
事
業
会
計
の
新

病
院
建
設
事
業
費
、
水
道
事
業
会
計
の

配
水
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
費
な
ど
に
重

点
配
分
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
予
算
を
編
成
す
る
に
当
た

り
、
不
足
財
源
は
、
特
定
目
的
基
金
や

起
債
な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業

　

・
子
ど
も
を
伸
ば
す
教
育

２
億
９
１
０
万
円

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育
を

進
め
る
た
め
、小・中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ

　

・
ご
み
30
％
減
量　

  　

  

９
６
２
万
円

　
資
源
ご
み
回
収
団
体
や
生
ご
み
処
理

機
購
入
者
へ
の
助
成
な
ど
市
内
で
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
30
％
減
量
に
向
け
た
啓

発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

・
塩
田
跡
地
の
管
理
と
活
用　

５
、２
１
３
万
円

　
排
水
ポ
ン
プ
や
堤
防
の
維
持
管
理
を

行
い
な
が
ら
、跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
軸
と
し
た
基
本
計
画

に
沿
っ
て
推
進
し
ま
す
。

　

・
地
域
内
で
人
、
モ
ノ
、
金
が
循
環
す
る

　

仕
組
み
づ
く
り　

２
億
５
、７
３
３
万
円

　
市
民
活
動
団
体
の
公
益
的
な
活
動
に

対
し
て
助
成
す
る
公
募
型
の
市
民
活
動

応
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
応
援
寄
附
制
度
の
積
極
的
な
利

用
促
進
や
、
瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
の

展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
の
交
通
輸
送
の
利
便
性
な

ど
を
生
か
し
、
優
良
企
業
を
積
極
的
に

誘
致
し
ま
す
。

　

・
定
住
化　
　
　
　

  

５
、２
５
４
万
円

　
販
売
促
進
補
助
金
な
ど
販
売
体
制
を

強
化
し
、
分
譲
団
地
の
販
売
促
進
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
　

・
新
市
民
病
院
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　

 

31
億
５
、０
４
５
万
円

　
平
成
27
年
度
に
か
け
て
、
総
合
病
院

の
建
設
を
手
が
け
ま
す
。
　
　

会
計
別
当
初
予
算

区分 予算額（万円） 前年度比
一般会計 1,583,259 0.01%

特別
会計

国民健康保険 450,600 2.52%
裳掛診療所 2,908 △ 16.02%
美和診療所 1,807 △ 17.90%
介護保険 395,421 2.47%
後期高齢者医療 45,941 △ 1.27%
農業集落排水事業 29,070 8.21%
漁業集落排水事業 3,361 9.81%
下水道事業 157,484 7.73%
土地開発事業 11,156 14.47%
企業団地造成事業 46,153 △ 59.57%

計 1,143,901 △ 2.87%

事業
会計

病院事業 482,082 98.27%
水道事業 236,725 60.95%

計 718,807 84.20%
合計 3,445,967 9.36%

総務費

39,452 円

土木費

31,886 円

公債費

47,977 円

民生費

126,785 円

教育費

61,605 円

衛生費

53,449 円

農林水産業費

18,774 円

消防費

16,289 円

商工費

8,031 円

議会費

5,216 円

その他
予備費 778 円　労働費 493 円

計 410,735 円

この図は、一般会計の歳出が市民１人当た
りいくらになるかを目的別に算出したもの
です。（H26.4.1 現在人口　38,547 人）

市民１人当たりの主な予算

平
成
26
年
度
当
初
予
算
概
要

　
全
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
当
初
と

比
べ
て
９
・
４
％
増
加

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、
市
の
経

自主財源
（35.7％）

市税（29.3％）
46億4,267万円

分担金・負担金（1.4％）
2億2,243万円

国庫支出金（8.3％）
13億2,174万円

県支出金
（5.0％）
7億8,936万円

市債
（14.8％）
23億4,470万円

使用料・手数料（1.2％）
1億9,678万円

繰入金（1.6％）
2億5,725万円

諸収入（1.0％）
1億5,430万円

財産収入・寄附金・繰越金
（1.2％）
1億8,236万円地方譲与税・各種交付金

（4.0％）
6億3,100万円

地方交付税（32.2％）
50億9,000万円

依存財源
（64.3％）

歳入

円
（
前
年
度
当
初
比
0
・
０
１
％

増
）、
特
別
会
計(

10
会
計)

が

１
１
４
億
３
、９
０
１
万
円
（
前
年
度

当
初
比
２
・
９
％
減
）、
事
業
会
計(

２

会
計)
が
71
億
８
、８
０
７
万
円
（
前

年
度
当
初
比
84
・
２
％
増
）、
全
会
計

営
指
針
で
あ
る
第
２
次

瀬
戸
内
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
将
来
像
「
人
と

自
然
が
織
り
な
す 

し

あ
わ
せ
実
感
都
市 

瀬

戸
内
」
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、
重
点
的
に
取

り
組
む
事
業
を
選
定

し
、
限
ら
れ
た
財
源
を

重
点
的
・
効
率
的
に
配

分
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
の
規
模
は
、

一
般
会
計
予
算
が

１
５
８
億
３
、２
５
９
万

り
、
市
民
税
・
固
定
資

産
税
共
に
増
収
と
な
り
、

市
税
全
体
で
は
前
年

度
と
比
べ
て
４
・
９
％

（
２
億
１
、４
８
４
万

円
）
の
増
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
、
全
国
の
地
方
交
付
税

の
総
額
が
前
年
度
の
１
％

減
で
確
保
さ
れ
た
こ
と

や
、
交
付
税
算
定
に
算
入

す
る
公
債
費
の
増
に
よ

り
、前
年
度
と
比
べ
て
３・

５
％（
１
億
７
、０
０
０
万

円
）
の
増
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

議会費（1.3％）
2億108万円

予備費（0.2％）
3,000万円

総務費
（9.6％）
15億2,077万円

労働費（0.1％）
1,900万円

農林水産業費
（4.6％）
7億2,369万円

商工費（1.9％）
3億957万円

土木費（7.8％）
12億2,910万円

消防費（3.9％）
6億2,788万円

教育費（15.0％）
23億7,468万円

衛生費（13.0％）
20億6,028万円

公債費
（11.7％）
18億4,937万円

民生費
（30.9％）
48億8,717万円

158億
3,259万円

歳出

ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
の

教
育
情
報
機
器

な
ど
を
整
備
し

ま
す
。

　
ま
た
子
ど
も

の
学
ぶ
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
た

め
、
体
験
型
授

業
を
実
施
し

ま
す
。

　

学
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
活
用
し
、
教

育
者
を
目
指
す

学
生
を
教
育
現

場
に
招
き
ま
す
。
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具
体
的
に
は
、
内
部
管
理
経
費
な
ど

の
経
常
的
経
費
の
削
減
や
施
設
の
統
廃

合
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
平
成

27
年
度
か
ら
の
段
階
的
な
交
付
税
の
削

減
な
ど
に
備
え
ま
す
。

基
金
お
よ
び
市
債
残
高
の
状
況

　

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

（
左
上
表
参
照
）
を
行
っ
た
結
果
、
特

定
目
的
基
金
な
ど
の
活
用
に
よ
り
収
支

差
は
概
ね
解
消
さ
れ
、
財
政
調
整
基
金

と
減
債
基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
、
予
算

を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
初
予
算
編
成
後
の
財
政
調
整
基
金

　

・
新
図
書
館
建
設
事
業　

８
億
４
７
７
万
円

　
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
新
図
書
館

の
本
体
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

・
上
水
道
配
水
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
８
１
５
万
円

　
邑
久
地
域
と
長
船
地
域
を
結
ぶ
上
水

道
の
連
絡
管
を
布
設
し
、
安
定
し
た
水

の
供
給
に
努
め
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組

　
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
財
政
運
営

適
正
化
計
画
に
沿
っ
て
、
持
続
可
能
で

安
定
し
た
財
政
運
営
の
実
現
に
向
け
、

財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
事
業　

３
、６
４
５
万
円

　
平
成
27
年
10
月
施
行
の
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
電
算

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
す
。

　

・
地
域
防
災
対
策
事
業　

１
、１
８
７
万
円

　
見
直
さ
れ
た
国
・
県
の
防
災
計
画
に

準
拠
す
る
た
め
、
市
の
地
域
防
災
計
画

を
改
訂
し
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組

織
活
動
な
ど
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

・
瀬
戸
内
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業　

99
万
円

　
市
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
、
式
典
や

記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

　

・
小
児
医
療
費
等
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　

 

１
億
５
、６
９
５
万
円

　

医
療
費
を
中
学
生
ま
で
無
料
と
し
、

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

　

・
臨
時
福
祉
給
付
事
業　

１
億
４
、８
０
０
万
円

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
低
所
得

者
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

　

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　

 　
　

４
、６
２
５
万
円

　
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
子
育
て

世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
消
費
の
下

支
え
を
図
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

　
　

・
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業　

７
１
９
万
円

　

権
利
擁
護
に
か
か
る
相
談
窓
口
を

集
約
し
ま
す
。

職員の給与状況市
　市職員の給与は、人事院の勧告やほかの地方自治体との均衡

を考慮して、条例で定められていますが、市民の皆さんにより

一層のご理解をいただくため、現在の状況をお知らせします。

　総務課　☎０８６９ - ２２ - ３９０９ 

５  職員の初任給の状況　H25.4.1 現在

区分 瀬戸内市 国

一般行政職
大学卒

円 円

172,200 172,200

高校卒 140,100 140,100

技能労務職 高校卒 137,200 ― 

６  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　H25.4.1 現在

区分
経験年数

10 年 15 年 20 年

一般行政職
大学卒

円 円 円

240,600 279,667 334,860

高校卒 199,500 － 289,200

８ 職員手当の状況（上水道・病院事業職員を除く全職員）

（１） 期末手当・勤勉手当　H25.4.1 現在

区分 6 月期 12 月期 計
期末手当 月分 1.25 1.50 2.75
勤勉手当 月分 0.70 0.70 1.40

（３） 特殊勤務手当　H25.4.1 現在

支給実績（24 年度決算） 3,497 千円
支給職員 1 人当たり平均支給年額（24 年度決算） 55,507 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（24 年度） 15.6%

手当の種類（手当数） 6
手当の名称 支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

防疫作業手当 作業従事職員 感染病防疫作業 日額 1,000 円
犬猫死体処理手当 作業従事職員 犬猫等の死体処理作業 １体 1,000 円

行旅人死体取扱手当 作業従事職員 行旅死亡人の死体処理 １体 3,000 円
環境衛生手当 作業従事職員 一般廃棄物の処理業務 月額 15,000 円

火葬業務手当 作業従事職員
火葬作業（平日） １体 18,000 円
火葬作業（土日・祝日） １体 25,000 円

消防業務手当 消防業務従事職員
休日等出勤 １回 300 ～ 500 円
救急出動等 １回 150 ～ 510 円

（４） 時間外勤務手当
支給実績（24 年度決算） 66,403 千円

職員１人当たり平均支給年額（24 年度決算） 165 千円

11  部門別職員数の状況と主な増減理由 　

区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
H24.4.1 H25.4.1

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 6 人 4 人 △ 2 人 人事異動による減
総務 75 74 △ 1 人事異動による減
税務 18 19 1 人事異動による増

農林水産 7 6 △ 1 人事異動による減
商工 8 8 0
土木 16 16 0

民生 85 78 △ 7 養護老人ホームの民間移譲、
邑久分室の廃止による減

衛生 26 30 4 地域包括ケアシステム整備
による増

計 241 235 △ 6
教育部門 67 67 0
消防部門 69 69 0

小計 377 371 △ 6

会
計
等
部
門

公
営
企
業

病院 79 84 5 採用による増
水道 26 26 0

下水道 12 11 △ 1 人事異動による減

その他 25 21 △ 4 包括支援センターの事務委
託による減

小計 142 142 0
合計 519 513 △ 6

１ 人件費の状況（平成 24 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（24 年度末）
歳出額

A 実質収支 人件費
B

人件費比率
B / A

人 千円 千円 千円 ％

38,969 15,390,887 372,726 3,110,301 20.2
（注）人件費には市長・議員などの給料・報酬を含んでいます。

２  職員給与費の状況（平成 24 年度普通会計決算）
職員数

A
給与費 １人当たり給与費

B / A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B
人 千円 千円 千円 千円 千円

376 1,275,488 178,411 470,598 1,924,497 5,118
（注）職員手当には、退職手当を含みません。また、職員数は平成 24 年 4 月 1 日現在の人数です。

３  一般行政職の給与水準（ラスパイレス指数の状況） 　H25.4.1 現在

区分 瀬戸内市 県内 14 市平均（岡山市を除く）

国家公務員の給与減額措置を加味した結果 102.9 106.9
国家公務員の給与減額措置がないとした場合 95.0 98.8

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。

        平成 24 年度から国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律に基づき、時限的　
　       に（２年間）、国家公務員の給料が減額されました。

（２） 退職手当　H25.4.1 現在

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額
　自己都合 月分 20.58 32.83 46.55 55.86

　勧奨・定年 月分 25.7875 38.955 55.86 55.86
　平成 24 年度 1 人当たり平均支給額　勧奨・定年 22,024 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は平成 24 年度に退職した職員に支給された平均額です。

（５） その他の手当　H25.4.1 現在

手当名 内容及び支給単価 支給実績
（24 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（24 年度決算）

扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により被扶
養親族 1 人につき 6,500 円～ 13,000 円

千円 円

38,749 232,029
住居手当 借家のみ 12,000 円～ 27,000 円 20,799 263,278

通勤手当

　・交通機関利用者
　運賃の額に応じて最高 55,000 円まで
　支給
　・自動車などの使用者
　距離に応じて 2,000 ～ 24,500 円

23,048 64,200

管理職手当 職に応じて給料の 8 ～ 12％ 42,927 476,966
管理職員特別

勤務手当
管理職が緊急時、休日等に出勤した場合
1 回上限 4,000 円、6 時間超 6,000 円 254 7,937

宿日直手当 勤務場所に応じて 4,200 ～ 5,900 円 4,935 12,276

９ 特別職の報酬等の状況 　H25.4.1 現在

区分 給料月額 期末手当

給
料

市長
円

平成 24 年度支給割合 2.95 月分（6 月期 1.4
月分、12 月期 1.55 月分）・加算措置 44％

880,000
副市長 720,000   
教育長 640,000

報
酬

議長 450,000
平成 24 年度支給割合 3.0 月分（6 月期 1.4
月分、12 月期 1.6 月分）・加算措置 15%副議長 380,000

議員 350,000

10  定員管理の進捗状況
職員数

増減数 増減率
H17.4.1 H25.4.1

人 人 人 ％

561 513 △ 48 △ 8.56

４  職員の平均年齢、平均給料月額の状況 　H25.4.1 現在

区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
歳 円

42.7 313,600

技能労務職 53.1 289,200
（注）平均給料月額とは平成 25 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

区分 効果額 主なもの

人件費の抑制 1.4 ・改選による議員数の減

事務事業およ
び内部管理経
費の見直し

72.6

・臨時職員数の削減
・施設管理運営費（指定管理料
   など）の見直し

・庁舎内印刷機器の見直し
・各種団体活動補助金の見直し

収入の確保 112.5
・基金運用収入益
・錦海塩田跡地土地貸付収入

計 186.5

財政健全化に向けた取組状況
（経常的経費の削減などの効果） 単位：百万円

※普通会計ベース（特別会計および事業会計に係るものは普通会計からの繰出額）

は
、
約
32
億
２
、４
０
０
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
市
債
残
高
見

込
額
は
、
前
年
度
末
と
比
べ
て
約

７
億
２
、０
０
０
万
円
増
額
し
、
約

１
７
１
億
７
、０
０
０
万
円
の
見
込
み

で
す
が
、
下
水
道
事
業
の
継
続
的
な
展

開
、
企
業
団
地
造
成
事
業
の
積
極
的

な
推
進
に
加
え
、
新
病
院
の
建
設
工

事
に
取
り
掛
か
る
た
め
、
市
全
体
の

市
債
残
高
は
３
６
７
億
４
、６
０
０
万

円
と
な
り
、
前
年
度
末
と
比
べ
て
約

29
億
５
、７
０
０
万
円
の
大
幅
増
額
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

財
政
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

問

問

７  一般行政職の級別職員数の状況　H25.4.1 現在

区分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級
計

標準的な職務内容 部長・参与 課長・参事 課長補佐 係長・主幹 主査 主任 主事

職員数
人

9 28 25 36 31 42 25 196

構成比
％

4.5 14.3 12.8 18.4 15.8 21.4 12.8 100.0

基金残高の状況（普通会計）

16
年
度

17
年
度

18
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

26
年
度
見
込

25
年
度
見
込

単位：百万円

市債残高の推移（普通会計） 単位：百万円
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7     　2014.    5 記号の説明

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応 …応募先 資 …資料請求先

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

お
知
ら
せ

届…届出先 通…通告先

　
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
所
得

の
低
い
人
へ
の
負
担
の
影
響
に
鑑

み
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
平
成
26
年
１
月

１
日
時
点
で
住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
町
村
か
ら
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者

　
平
成
26
年
度
分
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
人

※
確
定
申
告
な
ど
に
よ
り
平
成
26

　
年
度
の
市
民
税
額
が
決
定
し
た

　
段
階
で
、
対
象
者
に
は
、
市
か

　
ら
案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
自
分
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
課

　
税
さ
れ
る
場
合
や
生
活
保
護
制

　
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る

　
場
合
は
、
対
象
外
で
す
。

▽
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円
。

　
た
だ
し
、
支
給
対
象
者
の
中
で

次
に
該
当
す
る
人
は
、
５
千
円
を

加
算
し
ま
す
。

　

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

　
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給

　
者
な
ど

　

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

　
手
当
等
の
受
給
者
な
ど

▽
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答

【
質
問
】

　
自
分
に
市
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ど

う
す
れ
ば
分
か
り
ま
す
か
。

【
回
答
】

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
は

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

・
自
分
の
給
与
支
給
明
細
書
の
住

　
民
税
の
項
目
に
課
税
額
が
記
載

　
さ
れ
て
い
る
場
合

　

・
65
歳
以
上
の
人
で
、
介
護
保
険

　
料
決
定
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

  

臨
時
福
祉
給
付
金

  

子
育
て
世
帯

  

臨
時
特
例
給
付
金

　
い
る
「
所
得
段
階
区
分
」
が
第

　
６
段
階
以
上
の
場
合

　

福
祉
課　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

問

問

　
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
の
負

担
を
減
ら
し
、
消
費
の
下
支
え
を

図
る
た
め
に
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
に
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点

で
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
へ
の

申
請
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
方
法
や
申
請
期
間
な
ど

は
、決
ま
り
次
第
、本
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
支
給
対
象
予
定
の
人
に
は
、

６
月
下
旬
以
降
に
、
市
か
ら
案
内

文
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▽
支
給
対
象
者

　
次
の
ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
す
人

①
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・

　

特
例
給
付
を
受
給

②
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当

　
の
所
得
制
限
限
度
額
未
満

▽
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月

分
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対

象
と
な
る
児
童

※
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象

　
と
な
る
児
童
や
生
活
保
護
制
度

　
の
被
保
護
者
に
あ
た
る
児
童
は
、

　
対
象
外
で
す
。

▽
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

　

子
育
て
支
援
課　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

問

  

障
害
児
福
祉
年
金

　
障
害
児
に
対
し
、
年
１
回
７
月

に
福
祉
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
瀬
戸
内
市
障
害
児
福
祉

年
金
証
書
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

４
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
る
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

　
４
月
１
日
ま
で
に
手
帳
を
取
得

し
、
４
月
１
日
時
点
で
１
年
以
上

市
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
未
満

の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

※
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

　
て
い
る
人
は
、
対
象
外
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
を

　
所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
～
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
受
付
期
間

　
５
月
７
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

　

福
祉
課
、
市
民
課
総
合
窓
口
、

　

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

問 申
　
５
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
全

国
一
斉
に
「
赤
十
字
運
動
」
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

　
赤
十
字
社
員
と
は
、
日
本
赤
十

字
社
が
行
う
国
際
救
援
や
災
害
救

護
な
ど
の
人
道
的
な
理
念
や
活
動

に
賛
同
し
、
年
額
５
０
０
円
以
上

の
社
費
を
納
め
た
人
の
こ
と
で
、

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
誰
で
も

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
社

員
か
ら
の
資
金
（
社
費
）
と
、
一

般
の
人
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

瀬
戸
内
市
地
区

　
（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
内
）

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

  

５
月
は

  

赤
十
字
運
動
月
間

問

　20 歳以上であれば、学生であっても国民年金に加
入しなければなりません。
　しかし、学生の人は一般的に所得が少ないため、本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象者は、学校教育法に規定する大学（大学院）、
短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および
各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する
学生の人です。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までで
すが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合、
４月上旬までに再申請に必要な申請書の様式が、日本
年金機構から送付されますので、引き続き学生納付特
例制度を希望する場合は、必要事項を記入の上、返送
してください。
　市民課　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６ - ２７０ - ７９２８

学生納付特例制度

ねんきんのおはなし♪

問

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
人
と
、
そ
の
家

族
の
人
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

で
、
退
職
者
医
療
制
度
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
表
面
の
右

上
に
「
退
職
」
と
表
記
が
あ
り
ま

す
。
左
下
図
参
照
）
を
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
対
象
者
全
員
の
被

保
険
者
証
と
年
金
証
書
（
退
職
被

保
険
者
に
該
当
す
る
人
）
を
持
参

し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
退
職
被
保
険
者（
本
人
）の
条
件
】

①
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
こ
と

②
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
20
年

　
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
10
年

　
以
上
加
入
し
て
い
る
こ
と

【
退
職
被
扶
養
者（
家
族
）の
条
件
】

①
退
職
被
保
険
者
に
よ
り
生
計
を

　
維
持
し
て
い
る
こ
と

②
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
未

　
満
（
60
歳
以
上
ま
た
は
障
害
者

　
の
場
合
は
１
８
０
万
円
未
満
）

　
で
あ
る
こ
と

※
退
職
者
医
療
制
度
で
は
、
納
め

　
る
国
民
健
康
保
険
税
や
医
療
費

　
の
窓
口
負
担
割
合
（
３
割
）
に

　
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
７
割
分
の
医
療
費
は

国民健康保険被保険者証の種類を確認（右上丸印）

  

市
職
員
採
用
合
同

  

説
明
会

　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

　
か
ら
の
交
付
金
が
財
源
に
な
り

　
ま
す
。

　
適
正
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
市

　
の
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
た
め
、

　
結
果
的
に
国
民
健
康
保
険
税
の

　
増
額
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が

　
り
ま
す
。

　
　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

申
問

　
瀬
戸
内
市
議
会
議
員
に
よ
る
議

会
報
告
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所

　

・
５
月
10
日
（
土
）
午
後
７
～
９
時

　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

・
５
月
17
日
（
土
）
午
後
７
～
９
時

　
牛
窓
町
公
民
館

　

・
５
月
24
日
（
土
）
午
後
７
～
９
時

　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

議
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
９
７
９

　
瀬
戸
内
市
、
玉
野
市
、
備
前
市

で
は
、
職
員
採
用
合
同
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
面
接
な
ど
は
行

い
ま
せ
ん
。
普
段
着
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
採
用
説
明
会
へ
の
参
加

の
有
無
が
選
考
に
影
響
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
時　
５
月
２
日
（
金
）
午
後

　
１
時
～
午
後
４
時
40
分
頃

　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

▽
場
所

　
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２-

３-

31
）

▽
内
容　
採
用
試
験
の
概
要
や
業

  

議
会
報
告
会
を

  

開
催
し
ま
す

説明会での若手職員との対話（平成 25 年実施）

　
務
内
容
の
説
明
、
若
手
職
員
と

　
の
対
話

　

総
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

問
  

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
へ

  

退
職
者
医
療
制
度
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催
し
物

募  

集

お
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ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　
　
市
消
防
本
部
で
は
、
消
防
・
救

急
業
務
で
使
用
し
て
い
た
ア
ナ
ロ

グ
無
線
シ
ス
テ
ム
を
、
電
波
法
の

改
正
に
伴
い
、
高
機
能
の
「
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
」

に
改
修
し
、
４
月
１
日
か
ら
正
式

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
通
信
の
秘
匿
性
の
向
上
、
無

線
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
増
加
、
通
信

デ
ー
タ
量
の
増
加
、
さ
ら
に
は
広

域
的
活
動
へ
の
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
し
て
は
、

四
辻
山
（
長
船
町
東
須
恵
）
の

山
頂
へ
メ
イ
ン
の
基
地
局
無
線
装

置
、
四
辻
山
基
地
局
の
一
部
不
感

地
域
を
補
う
た
め
に
、
牛
窓
分
駐

所
へ
も
基
地
局
無
線
装
置
を
整
備

し
、
消
防
本
部
通
信
指
令
室
と
消

防
・
救
急
車
両
や
携
帯
無
線
機
と

の
通
信
を
行
う
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

有
効
に
活
用
し
、災
害
時
の
迅
速
、

確
実
な
消
防
救
急
活
動
を
行
う
こ

と
で
、「
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る　
災
害
に
強
い
安
全
な
都
市

瀬
戸
内
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
消
防
本
部
通
信
指
令
室

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
３
３

問

  
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
運
用
開
始

  
災
害
に
強
い
安
全
な
都
市
を
目
指
し
て

四辻山基地局

　
市
で
は
、
毎
月
、
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
講
話
を
聞
き
、
調
理
実

習
を
行
う
栄
養
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
講
話
は
、
食
事
・
運
動
・
休
養

な
ど
（
下
表
参
照
）
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
を
講

師
に
招
い
て
行
い
ま
す
。
栄
養
に

つ
い
て
の
総
合
的
な
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
調
理
実
習
で
は
、
旬
の
食
材
を

使
用
し
、
季
節
感
を
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
料
理
を
作
り
ま
す
。

　
参
加
者
同
士
で
交
流
を
し
な
が

ら
栄
養
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、

日
々
の
生
活
に
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時　
５
月
～
平
成
27
年
２
月
の

　
毎
月
第
４
木
曜
日
（
全
10
回
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

災害関連の３協定を締結しました
３月 11 日、災害時の体制強化のため、市は企業や組合などと３つの協定を締結
しました。内容は下の表のとおりです。
　危機管理課　☎０８６９- ２２- ３９０４

協定先 協定名 内容

岡山県霊柩葬祭事業協同組合
（有限会社　備前屋） 

株式会社　さくら祭典 
株式会社　八葬祭 
有限会社　はなわ屋

災害時における葬祭資機材の
供給並びに遺体の搬送等の協
力に関する協定

大規模災害時に、遺体の収容に伴う資機材の確
保、遺体の安置場所の確保、搬送のための車両・
役務の提供を要請することができるもの

株式会社　
天満屋ホテルズアンドリゾーツ

津波発生時における緊急避難
場所としての使用に関する協定

津波発生時に、緊急避難のため、ホテルリマー
ニを津波避難ビルとして、一時的に観光客・
地域住民などが使用するもの

社会福祉法人
瀬戸内市社会福祉協議会

災害時におけるボランティア
活動等に関する協定

災害時における災害ボランティアセンターの
設置、災害ボランティア活動などの協力に関
することを取り決めたもの

ホテルリマーニ総支配人内田理一郎氏（写真左）岡山県霊柩葬祭事業協同組合理事長井上善弘氏（写真左） 瀬戸内市社会福祉協議会会長東原和郎氏（写真左）

問

募　
　

集

主な講話演題（予定）
暮らしの中の食品衛生
歯の健康
ストレスとの付き合い方
食品表示と食品安全
気軽にできる運動
生活習慣病予防

さわらのマヨネーズ焼き

◆作り方
①ニンジン、タマネギ、サヤエンドウは細切り
　にし、マッシュルームは薄切りにする。さっ
　と炒め、塩少々をして、冷ましておく。
②サワラは塩をふり、5 ～ 10 分置く。表面の水
　分をキッチンペーパーなどで拭き取り、かた
　くり粉をまぶす。フライパンにサラダ油を敷
　き、弱火で両面をじっくりと焼く。
③ A を混ぜ合わせておく。
④耐熱皿にサワラ 1 切れを入れ、①③のそれぞ
　れ 4 分の 1 の量を上にのせる。粉チーズとパ
　ン粉を大さじ 1 ずつかけ、オーブントースター
　で焼き色が付くまで焼く。同様に残り 3 切れ
　を焼く。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

●サワラ（4 切れ）
●ニンジン（１/2 本 、80g）
●タマネギ（小 1 個､ 80g）
●サヤエンドウ（30g）
●マッシュルーム（8 個）

●かたくり粉（適宜）
●パン粉（大さじ 4）
●粉チーズ（大さじ 4）
●塩（適宜）
●サラダ油（大さじ 2）

◆材料（4 人分）

Ａ
●マヨネーズ（大さじ 5）
●酒（大さじ 3）

●コショウ（少々）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象
者

　
瀬
戸
内
市
に
在
住
し
、
全
10
回

の
教
室
全
て
に
参
加
で
き
る
人

▽
定
員　
25
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　
１
回
に
つ
き
３
０
０

　
円
（
材
料
代
）

▽
申
込
期
限　
５
月
15
日
（
木
）

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

栄養バランスを考えて調理実習

　
６
月
１
～
７
日
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
普
及
週
間
で
す
。
備
前
保
健
所

で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
夜
間
検

査
を
実
施
し
ま
す
。
毎
月
２
回
、

定
例
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
場
合
は
、
検
査
前
日

の
午
後
５
時
ま
で
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
相

談
も
同
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
匿
名
・
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
検
査
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
即
日
検

査
）、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒

検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

▽
場
所　
備
前
保
健
所

　
（
岡
山
市
中
区
古
京
町
１-

１-

17
）

【
夜
間
検
査
】

▽
日
時　
６
月
６
日
（
金
）　

　
午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

【
定
例
検
査
】

▽
日
時　
第
１・３
金
曜
日　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

　
　
　

備
前
保
健
所

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

　
（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

  

エ
イ
ズ
の
夜
間
検
査

予
問

相

  

栄
養
教
室
で

  

楽
し
く
学
ぼ
う

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
15
日
（
木
）
午
前

　
11
時
～
正
午

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　

認
知
症
の
方
と
の
か

　
か
わ
り
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き

　
た
い
ポ
イ
ン
ト

▽
講
師　
秋
山
千
広
氏

　
（
慈
圭
病
院
看
護
副
部
長
）　

▽
定
員　
30
人（
食
事
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
（
食
事
な
し
１
０
０
円
）

▽
申
込
期
間　
５
月
１
日
（
木
）

　
～
14
日
（
水
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

申
問

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室
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催
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催
し
物

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
邑

久
町
出
身
の
作
家
・
山
口
敏
郎
氏

に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

山
口
敏
郎
氏
は
、
昭
和
57

（
１
９
８
２
）
年
に
ス
ペ
イ
ン
の

マ
ド
リ
ー
ド
に
移
住
し
、
以
後
ス

ペ
イ
ン
と
日
本
と
の
文
化
交
流
を

目
的
の
一
つ
と
し
て
作
家
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
花
の
変
容
を
光
や
音

楽
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を

使
っ
て
表
現
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
（
作
品
と
環
境
を
一

つ
の
芸
術
的
空
間
と
し
て
提
示
す

る
こ
と
）を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
竹
徳
展
を
同
時
開
催

し
ま
す
。

▽
期
間

　

５
月
３
日（
土・祝
）～
25
日（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、７
日（
水
）、

　
12
日（
月
）、
19
日（
月
）
で
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
５
月
18
日
（
日
）（
国
際
博
物
館

　
の
日
）は
、無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　
瀬
戸
内
市
国
際
交
流
推
進
協
議

会
で
は
、
初
め
て
韓
国
語
を
学
ぶ

人
（
入
門
）
と
ハ
ン
グ
ル
は
読
め

る
程
度
の
人
（
初
級
）
を
対
象
と

し
た
韓
国
語
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）
で
、
５
月
27

日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
実
施
日　

【
入
門
】　
６
～
10
月
の
第
２・４
金
曜
日

【
初
級
】　
６
～
10
月
の
第
１・３
金
曜
日

※
延
長
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
時
間　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
会
費　
１
回
１
、０
０
０
円

※
初
回
に
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て　

　
２
、８
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
テ
キ
ス
ト
は
平
成
25
年
度
と
同

　
じ
で
す
。

▽
定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

　
　
瀬
戸
内
市
国
際
交
流
推
進
協

議
会
事
務
局
（
企
画
振
興
課
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
３
０
４

申
問   

韓
国
語
を

  
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
心

で
聴
い
て
受
け
止
め
る
「
傾
聴
」。

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
、福
祉
施
設
な
ど
で「
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
を
対
象

に
、
傾
聴
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
教
職
員
を
支
援
す
る

「
沢
田
の
杖
塾
」
を
主
宰
し
て
い

る
岡
山
県
公
立
学
校
学
校
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
森
口
章
氏
で
す
。

▽
日
時　
６
月
19
日
、６
月
26
日
、

　
７
月
17
日
、
８
月
21
日
、
９
月

　
11
日
、９
月
25
日
、10
月
９
日
、

　
10
月
23
日（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

地
域
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　
（
邑
久
町
山
田
庄
８
８
０-

１
）

▽
対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
で

　
全
回
受
講
で
き
る
人

▽
定
員　
30
人

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
費
用　
無
料

　
　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

申
問

ス
マ
イ
ル

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

  

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

  

養
成
講
座

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

  （
学
童
保
育
）
の
指
導
員
募
集

　
美
和
っ
子
ク
ラ
ブ
で
は
、
美
和

小
学
校
敷
地
内（
長
船
町
東
須
恵
）

の
学
童
保
育
所
で
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
の
保

育
指
導
業
務
を
行
う
指
導
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

▽
就
業
時
間

　

・
授
業
日　
午
後
３
～
７
時

　
（
下
校
時
刻
に
よ
り
午
前
出
勤

　
の
場
合
あ
り
）

　

・
学
校
休
業
日
（
夏
季
休
業
日
な
ど
）

　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時　

　
（
シ
フ
ト
制
）

▽
対
象
者 

　
小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
、
放
課
後
児
童
指
導
員
な

ど
の
有
資
格
者
、
ま
た
は
子
ど
も

と
接
す
る
の
が
好
き
な
人

　
　

美
和
っ
子
ク
ラ
ブ

応
問

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
７
１
３

（
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
後
３
～
６
時
）

※
開
始
10
分
前
ま
で
に
集
合

▽
対
象
者　

小
学
校
５
年
生
以
上

　
で
歩
行
に
支
障
の
な
い
人

▽
定
員　
１
回
30
人

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
５
月
２
日
（
金
）

　
　

寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

FAX
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

（
月
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

  

日
本
最
大
級
の
大
き
さ
の

  

窯
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
備
前
焼

作
家
・
森
陶
岳
氏
（
岡
山
県
指
定

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
）の「
寒

風
新
大
窯
」
見
学
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
「
寒
風
新
大
窯
」
は
、
平
成
12

年
か
ら
８
年
の
歳
月
を
か
け
て
築

窯
。
現
在
、
大
甕
な
ど
の
窯
詰
め

が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年

１
月
に
火
入
れ
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

▽
内
容　
寒
風
陶
芸
会
館
で
映
像

　
を
見
な
が
ら
約
20
分
間
説
明
を

　
受
け
ま
す
。
そ
の
後
移
動
し
、

　
寒
風
新
大
窯
（
85
㍍
）
を
見
学

　
し
ま
す
。
窯
の
内
部
を
見
学
す

　
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
窯
の

　
横
の
道
を
歩
い
て
登
り
、
大
き

　
さ
を
体
感
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
、午
後
１
時
～（
各

　
回
約
50
分
）

▽
集
合
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

申
問

寒風大窯・近景

　
瀬
戸
内
市
消
費
生
活
問
題
研
究

協
議
会
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
も

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
環

境
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
せ
と
う
ち
を
開

催
し
ま
す
。

　
資
源
ご
み
回
収
も
行
い
ま
す
。

▽
主
な
内
容

　

・
環
境
学
習
人
形
劇

　

・
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
フ
ー
ド

　
コ
ー
ナ
ー

　

・
古
新
聞
な
ど
を
使
っ
た
手
作
り

　
体
験
コ
ー
ナ
ー

  

美
術
館
企
画
展

  

山
口
敏
郎
展

『発光』（2013 年／針金・和紙・石膏・蜜蝋・
LED 電球／サイズ可変）( 撮影：田邊真理 )

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

  

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

  

募
集
し
ま
す

　
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技

術
、
経
験
を
生
か
し
て
、
人
づ
く

り
、
国
づ
く
り
に
協
力
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
募
集
職
種
や
派
遣
期
間
な
ど
に

つ
い
て
は
、資
料
を
請
求
す
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

▽
募
集
期
限　
５
月
12
日
（
月
）

　
（
消
印
有
効
）

▽
対
象
者

　
日
本
国
籍
を
持
つ
次
の
人

　
（
平
成
26
年
５
月
12
日
時
点
）

　

・
青
年
海
外
協
力
隊　
20
～
39
歳

　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　
40
～
69
歳

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

　
を
郵
送
で
提
出

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

〒
７
３
９-

０
０
４
６

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
３-

３-

１

☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
０
５

HPhttp://w
w

w
.jica.go.jp/

　

豊
原
北
島
神
社
（
邑
久
町
北

島
）
の
宝
物
で
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
色い

ろ
い
ろ
お
ど
し
か
っ
ち
ゅ
う

々
威
甲
冑
」
が
、
平
成
25

年
度
に
保
存
修
理
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
理
の
完
了
を
記
念
し
て
、
岡

山
県
立
博
物
館
で
特
別
陳
列
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
色
々
威
甲
冑
」
は
、
南
北

朝
時
代
（
14
世
紀
）
に
つ
く
ら

れ
た
色
々
な
色
彩
で
飾
ら
れ
た

甲
冑
で
、
江
戸
時
代
、
安
永
７

（
１
７
１
０
）年
に
岡
山
藩
に
よ
っ

て
一
度
修
復
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

た
び
約
３
０
０
年
ぶ
り
の
修
理
と

な
り
ま
し
た
。

  

環
境
フ
ェ
ス
タ

  

イ
ン　

せ
と
う
ち

応
問

資

【
特
別
陳
列
】

「
保
存
修
理
完
了
記
念

重
要
文
化
財　

色
々
威
甲
冑
」

▽
期
間　

５
月
18
日
（
日
）
ま
で

　
（
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、７
日（
水
）、

　
12
日
（
月
）
で
す
。

▽
場
所　
岡
山
県
立
博
物
館

　
（
岡
山
市
北
区
後
楽
園
１-

５
）

▽
入
館
料　
大
人
２
５
０
円
、
65

　
歳
以
上
１
２
０
円
、
高
校
生
以

　
下
無
料

　

岡
山
県
立
博
物
館

☎
０
８
６-

２
７
２-

１
１
７
８

▽
日
時　
６
月
８
日
（
日
）
午
前

　
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料
（
一
部
有
料
）

　
生
活
環
境
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

環境学習人形劇

問

  

修
理
が
完
了
し
た

  

色
々
威
甲
冑
を
特
別
陳
列

問

▽

色
々
威
甲
冑
（
保
存
修
理
後
）

問

11   　2014.   5 広報 せとうち No.114     10



13   　2014.   5

　
本
め
す
す

今月のお

寝
て
い
た
り
、
あ
く
び
を
し
て
い
た
り
、
笑
っ

て
い
た
り
。
ど
の
ペ
ー
ジ
も
、
だ
ら
だ
ら
し
て

い
る
動
物
た
ち
の
写
真
ば
か
り
。疲
れ
た
と
き
、

こ
の
本
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
の
間

に
か
肩
の
力
が
抜
け
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

は
ず
。
息
抜
き
に
ぴ
っ
た
り
の
一
冊
で
す
。

だ
ら
だ
ら
動
物
図
鑑

だ
ら
け
た
一
日
を
す
ご
し
た
い
、
あ
な
た
へ

株
式
会
社
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

BooKs

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

相　
　

談

　
裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
お

  

５
月
５
～
11
日
は

  

児
童
福
祉
週
間

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
び
弁
護
士
会
で
は
、
５
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
一
週
間
を
憲
法

週
間
と
し
、
無
料
法
律
・
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
見
学
や
裁
判
の
傍
聴
な
ど

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

　
土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
、

子
ど
も
の
非
行
、
登
記
な
ど
の
法

律
問
題
に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談

で
き
ま
す
。
事
前
申
込
は
不
要

で
す
。

▽
日
時　
５
月
８
日
（
木
）　
午
前

　
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
弁
護
士
会
館

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

※
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
法
廷
の
見
学
・
裁
判
の
傍
聴

　
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
は

  

無
料
法
律
・
人
権
相
談

  

な
ど

　
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
は
「
児
童
福
祉

週
間
」
で
す
。
全
国
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
事
業
や
行
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」

の
標
語
は
「
そ
の
い
っ
ぽ　
み
ら

い
に
つ
づ
く　
ゆ
め
の
み
ち
」で
す
。

　
家
族
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
児
童
福
祉
関
係
の
心
配

ご
と
な
ど
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-
５
９
４
７

　
東
備
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
バ

イ
オ
リ
ン
体
験
会
も
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
１
日
（
日
）
午
後

　
２
～
４
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
入
場
料　
無
料

　
　

東
備
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ケ
野
田
さ
ん

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
３
７
２

☎
０
８
０-

５
６
２
２-

６
２
４
０

  

春
の
休
日
、

  

土
と
遊
ぼ
う
！

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
に
は
事
前
に
人
数
や
時

間
に
つ
い
て
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る

裁
判
は
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
る
た
め
、
団
体
で
の

傍
聴
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
検
察
庁
の
見
学

　
検
察
庁
の
見
学
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
に

は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

・
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の

　

開
設
、
法
廷
の
見
学
、
裁

　

判
の
傍
聴
に
つ
い
て

　
　
岡
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
広
報
係

☎
０
８
６- 

２
２
２- 

６
７
７
１

　

・
検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て

　
　

岡
山
地
方
検
察
庁

☎
０
８
６- 

２
２
４- 

５
８
６
７

相
問

申
問

▽
日
時　
５
月
15
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

予
問

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画「
春
の
休
日
、

土
と
遊
ぼ
う
！
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
主
な
内
容

　

・
陶
芸
、
寄
せ
植
え
・
苔
玉
・
蔓つ

る

　
の
掛
け
花
づ
く
り
体
験

※
５
月
５
日
に
限
り
、
中
学
生
以

　

下
の
陶
芸
体
験
の
参
加
費
を

　
５
０
０
円
と
し
ま
す
。（
通
常

陶芸体験

相
問

応
問

  

年
金
相
談

人の動き《平成 26 年 4 月 1 日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３８，５４７人 （－１２２） 男 １８，３６８人  （－７４）

世帯 １４，９８４世帯 （－３４） 女 ２０，１７９人  （－４８）

52014 年 　　 月の予定
①行政相談（主に行政全般に関する相談） 
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談（要予約） 　
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
⑪子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左のカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

６月２日（月）が納付期限の市税・保険料
軽自動車税【全期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

1 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

2 金

3 土
憲法記念日
体 瀬戸内市ソフトバレーボール交流大会
　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

4 日
みどりの日
体 瀬戸内市ソフトバレーボール交流大会
　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

5 月 こどもの日
6 火 振替休日
7 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

8 木 ⑪ 2 歳児健診【対象：平成 24 年 1 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

9 金 ⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

10 土

11 日
体 歩こう会　宗堂桜コース　8：30　ゆめトピア長船集合
体 瀬戸内市ふれあいソフトテニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園

12 月
13 火 ⑦こころの健康相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

14 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑪ 1 歳 6 か月児健診【対象：平成 24 年 10 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

15 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

16 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

17 土

18 日
体 B&G 財団会長杯争奪瀬戸内市バレーボール交流大会
　9：00 ～　邑久 B&G 海洋センター
体 陸上競技記録会　9：00 ～　神崎山公園競技場

19 月
20 火

21 水

①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（9か月児）【対象：平成 25年 8月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

22 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

23 金 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

24 土 体 瀬戸内市スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久 B&G 海洋センター

25 日 体 B&G 財団会長杯瀬戸内市ダブルステニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園

26 月
27 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

28 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑪３歳児健診【対象：平成 22 年 11 月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

29 木
30 金 ⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

31 土 体 瀬戸内市民体協コンペ　9：00 ～　長船カントリークラブ

刀 美

休
館
日

休
館
日

休
館
日（
展
示
替
え
）

休
館
日

山
口
敏
郎
展
（
５
月
３
～
25
日
）

休
館
日

休
館
日

名
将
と
日
本
刀
の
素
敵
な
関
係（
～
５
月
11
日
）

こ
と
わ
ざ
か
ら
見
る
・
な
る
ほ
ど
日
本
刀
（
５
月
14
日
～
７
月
６
日
）

休
館
日（
展
示
替
え
）

休
館
日

休
館
日
（
展
示
替
え
）

   齋正機展 ～やさしい日常の風景～（5 月 31 日～ 7 月 21 日）美

　
は
１
、０
０
０
円
）

　

・「
緑
が
映
え
る
器
展
」

　

・
史
跡
見
学
会

　

・
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
山
野
草
、
雑
貨
、

　
お
こ
わ
、ち
ら
し
寿
司
、ケ
ー
キ
）

▽
日
時　
５
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
～
６
日
（
火
・
祝
）

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

　

寒
風
陶
芸
会
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

問

  
東
備
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
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ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
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　３月２日、牛窓町牛窓地区の住民と市が協働

して、南海トラフ巨大地震とその津波を想定し

た「牛窓まちなか防災協働訓練」を実施しました。

　訓練は、牛窓地区で震度６弱を観測し、１時

間後には３㍍の津波が到達する想定で実施。

　防災無線放送や消防車両などによる呼び掛け

に応じた住民らは、地域で声を掛け合い、避難

経路を確認しながら、高台に設定された避難場

所へ移動しました。

　消防団員やボランティアも参加。消防団員ら

は、経路の途中に立って避難者の誘導や、本部

への避難者数の報告などを行いました。 

　３ ㍍の津波に備えて 牛窓まちなか防災協働訓練　

　３月 23 日、仲﨑邸（長船町福岡）で、瀬戸

内市アマチュア糸あやつり人形劇協議会による

人形劇が上演されました。

　日本刀の産地として、また交通の要所として

中世山陽道随一のにぎわいを誇り、黒田官兵衛

の曽祖父・高
たかまさ

政や祖父・重
しげたか

隆、父・職
もとたか

隆が暮ら

した備前福岡。人形劇は、官兵衛の逸話をたど

りながら、市内のゆかりの見所を紹介しました。

　５月 25 日、６月 22 日、7月 27 日、９月 28

日、10 月 26 日の午前 10 時からも、同じ仲﨑

邸で上演される予定です。入館には 100 円（高

校生以下無料）が必要です。

　黒  田官兵衛ゆかりの地をＰＲ 仲﨑邸で糸あやつり人形劇を上演

　３月 14 日、満 100 歳を迎え

た近藤絹江さん（長船町飯井）

のお祝いに、武久顕也市長らが

自宅を訪問しました。近藤さん

は「ありがとうございます」と

述べ、笑顔でお祝い状を受け取

りました。近藤さんは、現在で

も畑のハウスで野菜の苗づくり

　い  つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い　

市長からお祝い状を受け取る近藤さん（写真中央）（左） ／ 家族や職員などに囲まれた藤澤さん（写真中央）（右）

や草取りを行うなど、活動的な毎日を送っています。長寿の秘訣は「体や手先をよく動かすこと」。また３月 26 日、

満 100 歳を迎えた藤澤澄子さん（邑久町大富）のお祝いに、保健福祉部長らが、入所している施設を訪問しました。

藤澤さんは感謝の言葉を述べ、保健福祉部長からお祝い状を受け取りました。普段は入所者のカラオケを聞くなどし

て、穏やかな生活を送っている藤澤さん。長寿の秘訣は「好き嫌いなく何でも食べること」だそうです。お二人とも、

これからもお元気でお過ごしください。

繊細な人形の動きを表現する操作者の手元にも注目（左上）／幽閉中の官兵衛（右下）

①高台への避難／ ②消防団員に誘導され移動する住民／③災害対策本部での情報収集

③ ①

②

　長島愛生園に入所している皆さんの作品を中心としたハンセ
ン病問題啓発展示会「第８回長島からの風」を開催します。
　入場料は無料です。お誘い合わせの上、ぜひご覧ください。

▽日時　５月 30 日（金）～６月１日（日）午前９時～午後５時

▽場所　道の駅黒井山グリーンパークゆうゆう交流館
　（邑久町虫明 5165-196）

▽内容　絵画、写真、陶芸、工芸、短歌、
　俳句、川柳、啓発パネルなどの展示
　長島愛生園入所者自治会
☎０８６９-２５ - １０３３

ハンセン病問題啓発展示会
ご来場ください

問

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
すべての原稿や作品を掲載できない場合も
ありますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

市民ギャラリー

▼

山
本
敏
子
さ
ん

題
名

　
お
手
伝
い
？

撮
影
場
所

　
畑
の
ハ
ウ
ス

撮
影
者
　
Ｙ
Ｃ
牛
窓
さ
ん

撮
影
者
　
Ｙ
Ｃ
牛
窓
さ
ん

瀬
戸
内
写
真
館

　牛窓シーサイドホール会では、友光雅司氏によるピアノリサ
イタル（ピアノ独奏会）を開催します。演奏曲は、全てショパ
ンによる作曲です。事前に予約を希望する場合は、お問い合わ
せください。

▽日時　５月 25 日（日）　午後２時～（午後１時 30 分開場）

▽場所　牛窓シーサイドホール（牛窓町牛窓 2448）

▽入場料（前売り・当日券共に）
　一般５００円、高校生以下２００円　
　　牛窓シーサイドホール会 　☎０８６９-３４ - ２００８

友光雅司ピアノリサイタル
牛窓シーサイドホール

問予

わが家の宝１歳です！

Mirai
 平成 24年 5月 8日生まれ

山根心
み ら い

頼ちゃん
お住まい　邑久町下山田
ひとこと　
食べるの大好き心頼くん♪
お肉が大好き心頼くん♪
元気に育ってくれて
ありがとう☆
いつも元気で笑顔でいてね♡
（父 浩揮さん　母 知子さん）

お
舟
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り
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の
雁
木
へ
春
落
葉
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み
ず

解
水

 
後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

童
心
に
戻
り
土
雛
飾
り
を
り

 

原
野　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

娘
も
孫
も
出
か
け
雛
と
お
留
守
番

　
　
　
　

 

平
野　
五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

安
産
を
願
ふ
岬
宮
初
音
き
く

 

福
本　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

日
脚
伸
ぶ
老
い
の
き
り
な
き
物
忘
れ

 

藤
井　
留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

外
は
春
鳥
に
も
音
痴
あ
る
と
知
り

 

谷
口　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

梅
終
り
す
ん
め
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
ん
で

 

堤　
　
明
子
（
長
船
町
磯
上
）

い
つ
し
か
に
子
供
帰
り
し
老
ひ
母
を

い
と
を
む
姿
胸
あ
て
見
る

 

竹
内　
和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
発
に
放
り
出
さ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル

小
さ
き
背
中
温
も
り
を
恋
う

 

片
島　
秀
月
（
長
船
町
福
岡
）

被
災
地
を
テ
レ
ビ
で
見
て
は
涙
ぐ
む

早
や
三
年
の
月
日
過
ぎ
ゆ
く

 

片
島　
智
恵
子
（
長
船
町
福
岡
）

八
０ま

る

二
０ま

る

表
彰
の
日
に
行
け
ざ
り
し

看
と
り
の
夫つ

ま

の
末す

え

に
あ
り
せ
ば

 

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

春
彼
岸
姉
妹
五
人
で
墓
参
り

深
紅
の
椿
咲
き
続
く
径

 
 

朝
霧　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

白し
ら
く
も雲
は
千せ

ん
ざ
い載
を
ゆ
く
丘
の
上

は
か
な
く
て
過
ぐ
紅
梅
の
宴

 

赤
田　
桂
舟
（
邑
久
町
山
田
庄
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

 

（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

　
市
役
所
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
広
報

せ
と
う
ち
の
編
集
発
行
は
、
秘
書
広
報

課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
番
号
が
変

わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
上
の
問
い
合
わ
せ
先
参
照
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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